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阿
仁
熊
牧
場
（
愛
称
く
ま
く
ま
園
）
の
今

シ
ー
ズ
ン
の
営
業
が
、
４
月
25
日
に
始
ま
り
、

大
勢
の
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
オ
ー
プ
ン
を
待
ち
わ
び
た
地
元

の
保
育
園
児
や
小
学
生
、
家
族
連
れ
な
ど
が
訪

れ
、
運
動
場
で
く
つ
ろ
ぐ
ヒ
グ
マ
を
ガ
ラ
ス
越

し
に
観
察
し
た
り
、
愛
嬌
の
あ
る
表
情
で
餌
を

お
ね
だ
り
す
る
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
餌
を
与
え
た

り
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
は
２
年
振
り
に
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
雄
と
雌
の

双
子
の
赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
。
体
長
約
40
セ
ン
チ
、

体
重
約
２
キ
ロ
に
育
っ
た
愛
く
る
し
い
姿
の
ク

マ
に
触
れ
な
が
ら
「
か
わ
い
い
」
な
ど
と
歓
声

を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
同
熊
牧
場
で
は
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
41
頭
と
ヒ

グ
マ
18
頭
が
飼
育
さ
れ
、
11
月
上
旬
ま
で
無
休

で
営
業
し
ま
す
。

▲ツキノワグマの赤ちゃんに触れて楽しむ
子どもたち

２頭の赤ちゃんグマがお出迎え ●熊牧場の今季営業始まる

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、
５
月
11
日

か
ら
20
日
ま
で
実
施
さ
れ
、
市
内
各
所
で
も

総
決
起
集
会
や
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
、
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
で
、
市
民
に
交
通
事
故

防
止
を
訴
え
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
運
動
初
日
の
11
日
に
、
市
役

所
前
で
行
わ
れ
た
北
秋
田
地
区
交
通
安
全
協

会
鷹
巣
部
会
の
総
決
起
集
会
に
は
、
北
秋
田

警
察
署
を
は
じ
め
行
政
関
係
者
、
鷹
巣
地
区

交
通
安
全
管
理
者
協
会
、
交
通
安
全
母
の
会
、

交
通
指
導
隊
な
ど
か
ら
約
１
２
０
人
が
参
加
。

近
藤
直
夫
部
会
長
が
「
皆
さ
ん
と
一
緒
に

な
っ
て
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
て
い
き
た

い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、

パ
ト
カ
ー
と
の
ぼ
り
を
掲
げ
た
軽
ト
ラ
ッ
ク

合
わ
せ
て
10
台
が
パ
レ
ー
ド
を
行
っ
て
、
沿

道
の
市
民
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

▲集会で「ふるさと秋田交通安全音頭」を
踊る市交通安全母の会の会員

集会やパレードで事故防止を呼びかけ ●春の全国交通安全運動

　
北
秋
田
市
観
光
物
産
協
会
（
村
井
松
悦
会

長
）
主
催
の
鷹
巣
中
央
公
園
「
第
64
回
桜
を

観
る
会
」
が
、
４
月
26
日
に
開
か
れ
、
満
開

の
桜
の
下
で
大
勢
の
来
場
者
が
歌
謡
シ
ョ
ー

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
同
公
園
は
、
桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
、

園
内
に
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
中
心
に
、
シ
ダ

レ
ザ
ク
ラ
、
ヤ
エ
ザ
ク
ラ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な

ど
約
９
０
０
本
が
咲
き
誇
り
、
夜
に
は
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
桜
並
木
が
堤
に
映
え
、
幻

想
的
な
光
景
に
包
ま
れ
ま
す
。

　
例
年
は
大
型
連
休
中
に
満
開
の
時
期
を
迎

え
ま
す
が
、
今
年
は
桜
前
線
の
北
上
が
早
い

こ
と
か
ら
、
桜
ま
つ
り
は
例
年
よ
り
1
週
間

ほ
ど
早
い
４
月
18
日
に
開
幕
し
、
30
日
ま
で

の
期
間
中
、
大
勢
の
花
見
客
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

▲好天に恵まれ、多くの花見客でにぎわっ
た「桜を観る会」

満開の桜の下で親睦を深める ●鷹巣中央公園桜まつり

　
夏
山
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
を
告
げ
る
森
吉

山
の
山
開
き
が
、
５
月
３
日
に
現
地
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、
県
内
外
の

登
山
愛
好
者
な
ど
約
１
５
０
人
が
参
加
。
旧

森
吉
ス
キ
ー
場
の
駐
車
場
を
出
発
し
、
一
ノ

腰
を
経
た
森
吉
神
社
ま
で
の
約
4
キ
ロ
を
、

残
雪
を
踏
み
し
め
、
日
当
り
の
よ
い
と
こ
ろ

に
顔
を
だ
す
キ
ク
ザ
キ
イ
チ
ゲ
な
ど
の
山
野

草
や
木
々
の
新
緑
を
見
な
が
ら
、
思
い
思
い

の
ペ
ー
ス
で
登
り
ま
し
た
。

　
森
吉
神
社
に
到
着
し
た
参
加
者
は
、
神
事

を
執
り
行
い
、
今
年
一
年
の
安
全
を
祈
願
し

ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
隣
接
す
る
避
難
小
屋

で
昼
食
を
と
り
な
が
ら
交
流
を
深
め
た
り
、

山
頂
を
目
指
し
た
り
、
山
ス
キ
ー
を
し
た
り

し
な
が
ら
、
春
山
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

▲残雪を踏みしめて森吉神社を目指す登山
愛好者

残雪を踏みしめ春山を満喫 ●森吉山山開き

　
春
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
運
動
が
、
４
月
19

日
の
早
朝
に
市
内
各
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
秋
田
県
で
は
、４
月
を「
あ
き
た
・
ク
リ
ー

ン
強
調
月
間
」
と
定
め
、
雪
解
け
時
期
に
お

け
る
身
近
な
地
域
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
各
地
区
と
も
午
前
６
時
か
ら

住
民
総
出
で
道
路
沿
い
や
河
川
、
公
園
な
ど

の
ゴ
ミ
拾
い
、
側
溝
の
泥
上
げ
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。
最
近
は
、
美
化
や
環
境
保
護
へ
の

意
識
が
高
ま
り
、
捨
て
ら
れ
て
い
る
ゴ
ミ
の

量
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
幹
線
道
路
沿

い
や
人
目
の
つ
か
な
い
場
所
に
は
空
き
缶
な

ど
が
落
ち
て
お
り
、
参
加
者
は
隅
々
ま
で
目

を
配
り
な
が
ら
、
ゴ
ミ
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
雪
解
け
の
遅
い
地
区
で
も
、
一
週

間
ほ
ど
遅
れ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

▲鎌や移植ベラを使いながら、公園内の草
とりやごみ拾いを行う鷹巣地区の住民

身近な地域から環境美化を ●春のクリーンアップ運動

　
北
秋
田
地
区
更
生
保
護
女
性
の
会
（
嶺
脇

シ
ズ
ヱ
会
長
）
の
創
立
50
周
年
記
念
式
典
が
、

４
月
30
日
に
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
会
員

及
び
関
係
者
ら
約
１
２
０
人
が
出
席
し
、
節

目
を
祝
い
ま
し
た
。

　
同
会
は
昭
和
40
年
に
「
北
秋
田
地
区
更
生

保
護
婦
人
会
」
と
し
て
発
足
し
、
平
成
15
年

に
現
在
の
名
前
に
改
称
。
北
秋
田
市
と
上
小

阿
仁
村
の
１
５
９
人
の
会
員
が
、
更
生
保
護

事
業
へ
の
協
力
な
ど
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い

社
会
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
式
典
で
嶺
脇
会
長
は
「
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
の
た
め
、
一
層
努
力

を
重
ね
て
い
く
」
と
述
べ
、
今
後
の
活
動
へ

の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
記
念

講
演
や
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る
演

奏
が
披
露
さ
れ
、
式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

▲創立50周年を祝い、更なる飛躍を誓っ
た記念式典

創立50周年の節目を祝う ●北秋田地区更生保護女性の会


